
は
じ
め
に

　

平
成
二
十
九
年（
二
〇
一
七
）七
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
大
宮
編
⑴

が
放
送
さ
れ
た
。
こ
の
番
組
は
、
企
画
段
階
か
ら
筆
者
が
協
力
し
、
中
山
道
と
大

宮
宿
の
歴
史
を
中
心
に
案
内
人
と
し
て
解
説
を
し
た
。
こ
の
中
で
中
山
道
の
脇
道

の
喰
い
違
い
に
つ
い
て
解
説
し
た
の
だ
が
、
件
の
話
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
よ

う
で
、
視
聴
者
や
地
元
の
人
た
ち
か
ら
少
な
か
ら
ず
反
響
が
あ
っ
た
。
脇
道
の
喰

い
違
い
に
関
し
て
は
、
将
軍
の
日
光
社
参
関
連
や
皇
女
和
宮
な
ど
将
軍
御
台
所
と

な
る
京
の
姫
君
の
江
戸
下
向
関
連
の
法
令
な
ど
の
史
料
を
み
て
い
る
と
、
そ
こ
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
私
見
で
あ
る
。
自
分
自
身
は
、
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
の

だ
が
、
地
域
史
や
交
通
史
関
連
の
書
籍
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
当
時
の
絵

図
と
現
在
の
痕
跡
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
視
聴
者
に

は
驚
き
を
も
っ
て
、
ま
た
納
得
で
き
る
歴
史
地
理
的
事
象
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
。

　

同
様
に
、
伝
え
ら
れ
た
古
文
書
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
私
見
を
、
栗
橋
関
所
に
関

す
る
講
演
会
⑵
で
話
し
た
と
こ
ろ
、
ま
た
も
や
内
外
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
小
稿
で
は
、
当
埼
玉
県
立
文
書
館
で
収
蔵
し
て
い
る
史
料
群
で
あ
る
栗
橋
関
所

史
料
、
す
な
わ
ち
関
所
番
士
で
あ
っ
た
足
立
家
文
書
⑶

と
、
自
治
体
史
編
さ
ん
で

関
わ
っ
た
島
田
家
文
書
⑷

を
も
と
に
、
房
川
渡
中
田
関
所
（
栗
橋
関
所
）
の
機
能

的
特
徴
な
ど
を
考
察
す
る
。

一
　「
栗
橋
」と「
房
川
渡
」に
関
す
る
歴
史
地
理
的
概
要

　
「
栗
橋
関
所
」
は
通
称
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
一
般
名
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。
歴
史
的
に
は
関
所
史
料
な
ど
で
は
、「
房
川
渡
中
田
関
所
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
栗
橋
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
対
岸
の
中
田
の
地
名
を
冠
す
る

の
か
と
い
う
疑
問
⑸

が
あ
る
が
、
羽
生
市
新
郷
に
あ
る
川
俣
関
所
も
利
根
川
対
岸

の
川
俣
の
名
を
冠
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
葛
飾
区
金
町
に
あ
る
松
戸
関
所
も
同
様

で
、
こ
れ
ら
は
対
岸
を
監
視
す
る
意
味
が
あ
る
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
だ
と
い

う
⑹

。
小
稿
で
は
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
史
料
中
の
記
載
以
外
は
、
原
則
と
し

て
一
般
的
に
通
称
さ
れ
て
い
る
「
栗
橋
関
所
」
と
記
載
す
る
。

　

さ
て
、
栗
橋
関
所
の
先
行
研
究
で
は
、
大
島
延
次
郎
⑺

と
石
岡
康
子
⑻

の
論
考

が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
周
辺
の
自
治
体
史
編
さ
ん
に
お
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い

る
の
で
、
小
稿
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
記
す
に
留
め
て
お
く
。

　

栗
橋
関
所
の
成
立
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）、
伊
奈
忠
治
に
よ
り
四
人
の

関
所
番
士
が
命
じ
ら
れ
た
と
し
⑼

、
ま
た
同
年
に
関
所
の
建
物
が
新
築
さ
れ
た
と

い
う
記
録
⑽

に
よ
っ
て
い
る
。

房
川
渡
中
田
関
所
（
栗
橋
関
所
）
の
機
能
的
考
察

杉　

山　

正　

司

三

房
川
渡
中
田
関
所(

栗
橋
関
所)

の
機
能
的
考
察
（
杉
山
）



　

し
か
し
、
こ
の
年
よ
り
遡
る
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
八
月
、
後
掲
す
る
関

東
の
十
六
定
船
場
の
史
料
⑾

に
は
、「
房
川
渡
」
と
「
栗
橋
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
列
記
さ
れ
た
定
船
場
以
外
で
の
往
来
者
の
通
行
の
禁
止
、
女
人
・
手

負
者
・
不
審
者
の
監
視
や
渡
船
の
措
置
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
後
に
関

所
な
ど
が
置
か
れ
た
場
所
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
所
に
関
す
る
初

期
法
令
と
い
え
、
渡
船
場
な
ど
を
用
い
て
関
所
機
能
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
こ
の
時
点
で
「
栗
橋
」
に
は
、
既
に
関
所
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
当
時
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ

に
記
さ
れ
た
「
栗
橋
」
が
現
在
地
で
は
無
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
地
名
か
ら
も
明
ら
か
な
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
「
栗
橋
」
は
、

現
在
の
茨
城
県
五
霞
町
元
栗
橋
に
あ
っ
た
。
中
世
に
は
奥
大
道
が
通
り
、
栗
橋
城

も
築
か
れ
る
な
ど
交
通
の
要
衝
地
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
地
域
は
、
河
川
の

氾
濫
が
起
き
や
す
く
、
伊
奈
忠
治
に
よ
っ
て
利
根
川
東
遷
と
い
う
河
川
改
修
が
企

て
ら
れ
た
。

　

秋
田
藩
の
佐
竹
義
宣
は
、
こ
の
付
近
を
徳
川
秀
忠
か
ら
鷹
場
と
し
て
認
め
ら
れ

て
お
り
、
度
々
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
重
臣
梅
津
政
景
の
日
記
の
記
述
が
注
目
さ

れ
る
⑿

。

　

ま
ず
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
三
月
十
五
日
の
条
で
、「
栗
橋
」
の
記
述
が

あ
る
。
と
こ
ろ
が
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
三
月
七
日
と
八
日
の
条
で
は
、「
今

栗
橋
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
十
月
三
十
日
と
十
一

月
三
日
の
条
に
は
、「
本
栗
橋
」
と
変
化
し
て
い
る
。 

　

こ
の
記
述
か
ら
、
元
和
八
年
か
ら
寛
永
三
年
ま
で
の
四
年
間
に
、「
栗
橋
」が
移

転
し
、
そ
の
地
が「
今
栗
橋
」と
よ
ば
れ
、
か
つ
て
の
地
が「
本
栗
橋
」と
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
寛
永
元
年
に
栗
橋
に
番
士
が
置
か
れ
て
関
所
が
開
か
れ

た
と
い
う
記
録
は
、
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
元
和
二
年
「
栗
橋
」
と
「
房
川
渡
」
が
併
記
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
元

年
以
前
で
あ
る
た
め
「
栗
橋
」
は
「
元
栗
橋
」
に
比
定
で
き
る
。
ま
た
「
房
川
渡
」

は
、
以
降
の
史
料
で
は
「
房
川
渡
中
田
」
と
記
載
さ
れ
る
「
中
田
」
を
含
む
「
房

川
渡
中
田
」
を
指
し
て
い
る
。
関
東
十
六
渡
船
場
定
書
で
記
さ
れ
た
「
栗
橋
」
は
、

寛
永
期
以
降
は
「
新
栗
橋
」
に
移
転
す
る
こ
と
で
「
房
川
渡
」
に
集
約
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
冒
頭
で
触
れ
た
名
称
の
問
題
を
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
。
大
島
氏
の
説
で
は
、
対
岸
の
中
田
側
を
監
視
す
る
た
め
建
物
を
栗
橋
側

に
置
い
て
も
「
中
田
」
の
呼
称
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
寛
永
元
年
に

栗
橋
に
関
所
が
設
置
さ
れ
た
も
の
の
、
既
に
当
地
で
は
、「
房
川
渡
中
田
」
と
し

て
関
所
機
能
と
名
称
が
定
着
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、「
栗
橋
」
を
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
こ
と
は
、「
元
栗
橋
」
と
混
同
す
る
と
の
危
惧
か
ら
、
新
規
の
「
新
栗
橋
」

関
所
は
、
定
着
し
て
い
た
「
房
川
渡
中
田
」
を
冠
し
た
関
所
の
名
称
と
さ
れ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
　
栗
橋
関
所
の
機
能
的
特
徴
の
考
察

　

関
所
取
締
り
は
、
政
治
的
、
軍
事
的
や
治
安
警
察
上
の
目
的
か
ら
「
入
り
鉄
炮

に
出
女
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
鉄
炮
に
関
し
て
の
史
料
は
非
常
に
多
い
。
ま
た
武

家
妻
女
通
行
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
足
立
家
文
書
や
島
田
家
文
書
に
も
多
く

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
通
行
で
は
、
出
女
は
幕
府
の
江
戸
留
守
居
役

の
証
文
が
必
要
で
あ
り
、
入
女
は
関
所
手
形
が
必
要
で
あ
る
な
ど
、
手
続
き
が
面

倒
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
栗
橋
関
所
は
、
男
子
の
通
行
は
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

文
書
館
紀
要
第
三
十
一
号
（
二
〇
一
八
・
三
）

四



る
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
三
月
江
戸
を
発
ち
、『
奥
の
細
道
』
を
著
し
た
松

尾
芭
蕉
に
同
行
し
た
弟
子
の
曾
良
が
記
し
た
『
曾
良
随
行
日
記
』
⒀

に
は
、「（
三

月
）
廿
八
日
（
中
略
）
此
日
、栗
橋
ノ
関
所
通
ル
。
手
形
モ
断
モ
不
入
。」
と
あ
る
。

ま
た
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
竹
村
立
義
が
著
し
た
『
日
光
巡
拝
図
誌
』
⒁

に

も
「
御
関
所
有
り
、
男
は
手
形
い
ら
ず
、
女
切
手
御
改
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

男
性
の
通
行
は
、
関
所
手
形
の
提
出
も
必
要
な
い
と
い
う
。
お
そ
ら
く
往
来
手
形

は
必
携
な
の
で
、
庶
民
は
こ
れ
を
提
示
す
る
程
度
で
の
改
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
し
足
立
家
文
書
や
島
田
家
文
書
を
見
て
い
る
と
、
庶
民
の
通
行
に
関
す

る
記
録
は
少
な
い
が
、
大
名
な
ど
武
士
階
級
の
通
行
の
記
録
は
多
数
を
占
め
て
お

り
、
た
と
え
禄
は
低
く
と
も
幕
臣
で
あ
る
と
い
う
関
所
番
士
の
矜
持
を
保
と
う
と

し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
女
性
の
通
行
で
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
女
人
及
び
里
通
い

女
な
ど
近
在
の
農
村
の
女
性
通
行
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
出
女
の
監
視
に
つ
い

て
は
、
通
説
で
は
大
名
の
妻
女
を
江
戸
屋
敷
に
住
ま
わ
せ
る
。
こ
れ
は
大
名
が
幕

府
に
二
心
無
き
事
を
示
す
た
め
の
人
質
で
あ
り
、
万
一
国
元
へ
帰
る
こ
と
は
幕
府

に
弓
を
弾
く
疑
い
あ
り
と
い
う
こ
と
で
、
関
所
で
監
視
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
後

掲
出
す
る
元
和
二
年
の
定
船
場
の
規
定
の
女
人
は
、
大
名
や
武
家
の
妻
女
を
対
象

と
し
て
お
り
、
里
通
い
に
つ
い
て
は
、
所
々
の
渡
船
で
渡
河
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
女
性
を
含
む
の
か
は
検
討
を
要
す
る
。

　

ま
た
、
古
河
古
松
軒
は
、『
東
遊
雑
記
』
⒂

の
な
か
で
栗
橋
関
所
に
つ
い
て
「
女

人
通
行
改
む
る
こ
と
厳
重
な
り
、
し
か
れ
ど
も
、
ひ
ろ
び
ろ
と
せ
し
平
地
な
る
ゆ

え
に
、
二
、三
里
ほ
ど
ず
つ
も
ま
わ
り
道
を
す
れ
ば
、
婦
人
通
行
の
ぬ
け
道
い
く

ら
も
、
こ
れ
あ
り
と
い
え
り
」
と
し
、
女
性
の
通
行
監
視
は
厳
重
で
あ
る
も
の
の
、

関
東
平
野
と
い
う
平
地
の
特
徴
か
ら
抜
け
道
と
い
う
迂
回
路
の
存
在
を
示
唆
し
て

い
る
。
栗
橋
関
所
史
料
に
は
、
こ
の
よ
う
に
男
性
の
通
行
に
対
し
て
著
し
く
女
性

の
通
行
は
厳
し
く
、
関
係
史
料
に
は
そ
の
旨
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

先
ず
本
項
で
は
、
主
要
な
史
料
に
つ
い
て
掲
出
し
て
お
き
た
い
。

①
　
　
　
　
定
船
場
之
事

　
　
　
　
　（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
房
川
渡
　
　
　
　
栗
橋
　
　

　
　
　
　
　（
中
略
）

　
一
　
定
舟
場
之
外
、
わ
き
ヽ
ヽ
に
て
、
み
だ
り
に
往
還
之
者
渡
へ
か
ら
さ
る
事

　
一
　
女
人
・
手
負
其
外
不
審
成
も
の
、
い
つ
れ
の
舟
場
に
て
も
留
置
、
早
々
至

　
　
　
江
戸
可
申
上
、
但
シ
酒
井
備
後
守
手
形
於
有
之
ハ（
は
）、
無
異
議
可
通
事

　
一
　
隣
郷
里
通
ひ
の
も
の
ハ
、
所
々
舟
渡
を
も
可
渡
、
其
外
女
人
・
手
負
之
も

　
　
　
の
ハ
其
取
（
手
負
之
外
、
不
苦
者
ハ
、
其
所
）
之
給
人
又
ハ
（
は
）
代
官

　
　
　
之
手
判
ヲ
以
可
相
渡
事

　
一
　
酒
井
備
後
守
手
形
難
（
雖
）
有
之
本
舟
渡
（
本
船
場
）
之
外
、
女
人
・
手

　
　
　
負
又
ハ
不
審
成
も
の
ハ
一
切
不
（
可
）
通
事

　
一
　
惣
別
江
戸
え
（
相
）
越
候
者
、
改
（
あ
ら
た
む
）
へ
か
ら
ざ
る
事

　
右
之
條
々
（
右
條
々
）、
於
相
背
族
ハ
、
可
被
処
厳
科
者
也

　
　
元
和
二
年
八
月
日
　
　
対
馬
守
　
居
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
房
川
渡

　
　
　
　
　
　
中
　
田
⒃

②
　
　
　
　
　
　
覚

手
負
并
女
其
外
不
審
成
も
の
ヲ
（
ハ
）、
手
形
無
之
て
（
な
く
し
て
）

五

房
川
渡
中
田
関
所(

栗
橋
関
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能
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考
察
（
杉
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一
切
越
渡
へ
か
ら
す
（
越
へ
か
ら
す
）、
若
判
鑑
無
相
渡
出
へ
く
ハ

（
若
濫
に
相
渡
す
に
お
ゐ
て
ハ
）、
後
日
ニ
き
こ
へ
（
縦
後
日
聞
）
候
共
、

其
番
之
者
事
ハ
不
及
候
（
不
及
沙
汰
）、
然
在
所
（
一
在
所
）
之
者
迄

可
為
曲
事
・
欠
落
之
者
ヲ
捕
指
上
（
と
ら
へ
差
上
）
候
ハ
ヽ
、
其
人
ニ

（
に
）
よ
り
御
褒
美
（
ほ
う
ひ
）
の
（
之
）
高
下
有
之
て
（
急
度
）
可

被
下
之
、
自
然
礼
物
を
出
（
し
）、
可
渡
と
申
族
あ
ら
ハ
（
は
）、
と
ら

へ
置
可
申
上
、
金
銀
米
銭
何
ニ
（
に
）
て
も
、
其
約
束
之
一
倍
可
被
下

之
も
の
（
者
）
也

　
　
　
　
　
　
寛
永
八
年
九
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
出
羽
守
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
川
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
田
⒄

③
　
一
　
隣
郷
里
通
女
之
事

是
は
日
限
を
定
、
其
親
并
親
類
之
証
文
双
方
名
主
加
判
并
関
所
付
村
方

名
主
加
判
有
之
相
通
申
候
、
尤
其
時
村
よ
り
迄
弐
里
を
限
り
、
其
余
は

相
違
不
申

但
新
規
川
向
之
者
と
致
縁
組
、
初
て
罷
越
候
節
は
御
留
守
居
手
判
ニ
て
相

通
、
其
上
里
通
願
出
候
得
は
、
本
文
之
通
取
計
相
通
申
候
、
尤
離
縁
之
節

は
出
候
手
判
に
て
相
通
、
此
之
分
は
書
付
取
置
申
候

　④
　
　
　
　
　
　
覚

隣
郷
よ
り
里
通
ひ
の
女
、
河
向
に
親
子
に
て
参
度
と
申
、
其
在
所
之
名

主
慥
成
者
請
人
ニ
立
、
其
上
両
方
之
両
親
し
れ
候
は
、
往
還
之
日
限
を

定
通
し
可
申
候
、
但
名
主
請
に
た
ち
候
と
て
も
委
敷
不
存
、
名
主
少
し

も
有
論
ニ
お
ゐ
て
ハ
通
し
申
間
敷
候
、
何
時
も
新
栗
橋
町
之
名
主
に
請

判
之
加
判
い
た
さ
せ
て
通
し
可
申
候
、
并
川
向
之
女
斯
方
ニ
親
類
と
し

て
参
候
は
、
其
女
を
見
覚
堅
請
人
を
立
、
帰
候
時
致
撰
議
通
し
可
申
候
、

隣
郷
と
申
し
候
て
も
、
遠
き
所
ハ
通
し
候
事
無
用
ニ
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
寛
永
拾
酉
八
月
十
五
日
　
　
　
　
伊
半
十
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
栗
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
衆
中
⒅

　
　
　
　
　
　

⑤
　
一
　
里
通
ひ
女
之
儀
御
尋
ニ
付
申
上
候
　

房
川
渡
御
関
所
里
通
ひ
女
之
儀
壱
・
弐
里
ヲ
限
り
御
料
・
私
領
共
親
類

有
者
ハ
、
其
旨
遂
詮
議
双
方
慥
成
者
ニ
有
之
候
得
は
、
其
所
名
主
并
栗

橋
丁
名
主
加
判
為
致
証
文
ヲ
取
、
急
度
相
改
来
候
、　
　 

扨
又
縁
組
等

仕
川
向
へ
参
候
女
之
義
、
御
（
留
）
守
居
方
御
証
文
無
之
候
て
ハ
一
切

通
不
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
宝
永
三
年
戌
二
月
十
三
日
⒆

⑥
　
一
　
女
通
行
手
形
二
ヶ
月
を
限
相
通
候
事

　
　
一
　
引
越
之
節
女
手
形
二
ヶ
月
を
限
り
相
通
候
事

但
二
ヶ
月
ニ
て
不
通
切
、
三
ヶ
月
え
越
候
節
は
、
掛
り
之
御
留
守
居
一

判
添
手
形
ニ
て
相
通
、
三
ヶ
月
ニ
て
も
不
通
切
節
は
是
又
同
様
之
事

　
　
一
　
関
所
女
通
手
形
二
ヶ
月
を
限
可
相
通
候

　
　
　
　
但
三
ヶ
月
え
越
候
節
は
右
手
形
改
認
置
差
遣
候
事

文
書
館
紀
要
第
三
十
一
号
（
二
〇
一
八
・
三
）
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一
　
引
越
之
節
女
手
形
二
ヶ
月
を
限
可
相
通
候

但
二
ヶ
月
ニ
て
不
通
切
三
ヶ
月
え
越
候
節
は
、
掛
り
之
同
役
一
判
之
添

手
形
可
差
遣
候
間
可
相
通
候
、
三
ヶ
月
ニ
て
も
不
通
切
候
ハ
ヽ
是
又
添

手
形
差
出
可
ふ
つ
う
候

　
　
　
右
之
通
向
後
可
相
心
得
候

　
　
　
　
　
寛
延
ニ
巳
年

　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
　
　
　
　
若
狭
無
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
房
川
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
所

　
　
　
　
　
　
中
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
改
中
⒇

　

①
は
、
前
述
し
た
栗
橋
と
房
川
渡
を
含
む
関
東
十
六
定
船
場
の
定
書
で
、
第
三

条
に
里
通
い
の
者
に
女
性
が
含
ま
れ
る
か
は
、
後
段
で
女
人
は
代
官
手
判
が
必
要

と
の
記
載
が
あ
り
判
断
が
難
し
い
。
だ
が
、
以
後
の
史
料
に
は
「
里
通
」
の
記
載

に
は
必
ず
「
女
」
が
つ
く
の
で
可
能
性
は
あ
る
。

　

②
は
、
女
性
通
行
に
は
、
手
形
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
徹
底
。

　

③
は
、
隣
郷
里
通
女
は
、
親
と
親
類
の
証
文
に
在
所
と
相
手
方
双
方
名
主
、
関

所
村
方
名
主
の
加
判
が
必
要
、
日
限
と
村
か
ら
の
距
離
二
里
限
定
と
い
う
規
定
。

し
か
も
婚
姻
の
際
に
初
め
て
渡
河
す
る
際
に
は
、
江
戸
留
守
居
役
の
証
文
を
要
す
。

　

④
は
、
川
向
へ
の
里
帰
り
な
ど
、
在
所
名
主
等
の
請
人
、
日
限
の
定
め
が
必
要
。

少
々
不
備
が
あ
れ
ば
新
栗
橋
之
名
主
の
加
判
を
要
し
、
川
向
の
女
が
親
類
に
行
く

際
に
は
見
覚
え
の
あ
る
堅
い
請
人
を
立
て
れ
ば
い
い
が
、
隣
郷
と
い
っ
て
も
遠
い

と
こ
ろ
は
通
行
不
可
で
あ
る
。

　

⑤
は
、
④
か
ら
七
十
年
余
が
経
過
し
た
た
め
、
重
要
事
項
③
④
の
確
認
。

　

⑥
は
、
女
通
行
手
形
の
二
ヶ
月
と
い
う
期
間
規
定
。

　

こ
の
ほ
か
、
近
隣
の
女
性
の
通
行
を
中
心
に
、
関
所
通
行
取
締
り
の
事
例
を
み

て
い
き
た
い
。

　

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
記
事
に
は
、
か
つ
て
は
中
田
の
修
験
寺
院
の
大
善

院
の
妻
女
が
栗
橋
と
近
在
の
檀
家
回
り
と
神
事
の
た
め
日
帰
り
で
往
来
す
る
際

に
は
、
関
所
に
直
接
断
っ
て
通
行
し
て
い
た
。
こ
の
十
五
、六
年
来
は
大
善
院
か

ら
届
け
て
い
た
が
、
以
前
と
お
り
に
願
い
た
い
と
し
て
い
る
�

。
そ
の
後
寛
政
三

年
（
一
七
九
一
）、
こ
こ
六
、七
年
前
か
ら
大
善
院
が
出
向
い
て
出
願
し
て
い
た
が
、

以
前
の
よ
う
に
妻
子
が
直
接
願
い
出
る
こ
と
で
可
と
し
て
欲
し
い
と
一
札
出
し
て

い
る
。�
。
し
か
し
、
関
所
方
で
は
同
役
相
談
の
結
果
、
再
び
大
善
院
か
ら
願
い

出
る
事
と
な
っ
た
。
本
来
は
関
所
改
め
方
な
ど
か
ら
、
栗
橋
町
名
主
と
中
田
町
名

主
両
名
の
加
判
を
得
た
証
文
の
提
出
が
必
要
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
一
時
、
関
所

内
の
運
用
と
し
て
、
加
判
無
し
に
大
善
院
住
職
の
妻
子
直
接
の
願
い
出
で
済
ま
せ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
関
所
の
判
断
は
前
年
の
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

九
月
に
小
仏
・
房
川
渡
・
松
戸
・
市
川
の
関
東
主
要
四
関
所
が
、
江
戸
出
府
の
命

を
受
け
て
「
隣
郷
里
通
之
儀
、
古
例
之
通
急
度
相
守
可
被
申
候
」�
と
関
所
改
め

方
に
つ
い
て
仰
せ
渡
し
が
あ
り
、
こ
れ
が
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
三
月
に
は
、
栗
橋
宿
内
の
深
広
寺
廻
向
が
あ
る
た
め
、

中
田
宿
名
主
か
ら
中
田
及
び
近
在
の
女
が
参
詣
す
る
た
め
、
中
田
宿
で
よ
く
吟
味

し
て
、
慥
か
な
る
者
に
対
し
て
人
数
切
手
を
発
行
す
る
旨
、
関
所
番
士
に
宛
て
て

書
状
を
出
し
て
い
る
�

。

　

ま
た
、
栗
橋
周
辺
で
は
、
様
々
な
河
川
が
流
れ
流
路
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

七
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耕
作
地
が
対
岸
に
あ
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に

は
、
幕
府
は
代
官
頭
伊
奈
忠
治
に
宛
て
、
利
根
内
河
通
り
の
渡
船
場
定
書
を
発
し
、

樵
、
草
刈
、
耕
作
人
以
外
の
渡
船
を
禁
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
近
隣
農
民
の
足
と

し
て
農
民
渡
し
（
脇
渡
場
）
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
関
所
規
定
が
準
用
さ
れ
て

鉄
炮
、
女
性
な
ど
の
通
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
栗
橋
周
辺
で
は
、
房
川
渡
の
ほ

か
六
ヵ
所
の
渡
船
場
が
確
認
さ
れ
て
い
る
�

。
こ
の
農
民
渡
し
で
は
、
渡
船
の
女

性
通
行
が
発
覚
し
て
、
渡
船
用
の
船
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

貞
享
二
年（
一
六
八
五
）、中
渡
村（
加
須
市
）と
中
田
新
田
内
鷺
之
宮（
古
河
市
）

間
の
農
民
渡
し
で
、
琴
寄
村
（
加
須
市
）
の
伊
兵
衛
ら
が
鷺
之
宮
へ
女
性
を
渡
し

た
こ
と
が
発
覚
し
、
翌
年
六
月
渡
船
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
な
事
件
は
、

佐
波
村
（
加
須
市
）
と
飯
積
村
（
加
須
市
）
で
も
あ
り
、
佐
波
村
の
船
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
以
後
、
渡
船
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
一
件
に
よ
り
、
同
年
十
一
月
代
官
伊
奈
忠
篤
に
よ
り
関
所
以
外
の
利
根
川

渡
船
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
旅
人
や
女
性
は
渡
し
て
い
な
い
と
い
う
一
札
が
提
出

さ
れ
て
い
る
�

。
し
か
し
、
旅
人
の
中
に
は
関
所
を
避
け
て
、
農
民
渡
し
を
利
用

す
る
者
も
あ
り
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
三
月
に
、
関
所
前
後
の
渡
船
場
を
利

用
し
て
女
性
が
往
来
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
立
ち
、
中
新
井
村
・
栗
橋
宿
・
小
右

衛
門
村
・
外
国
府
間
村
・
高
須
賀
村
・
権
現
堂
村
六
ヵ
村
の
村
役
人
が
代
官
所
に

呼
び
出
さ
れ
て
注
意
を
受
け
て
請
書
を
提
出
し
て
い
る
�

。
つ
ま
り
女
性
の
渡
船

に
よ
る
通
行
は
、房
川
渡
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
く
、耕
作
従
事
で
あ
っ

て
も
農
民
渡
し
の
利
用
は
事
実
上
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
栗
橋
関
所
で

は
、
近
隣
に
居
住
す
る
女
子
の
往
来
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
小
仏
関
所
で
は
、
隣
郷
へ
の
縁
組
に
つ
い
て
は
、
人
主
・
世
話
人
・
名

主
が
加
判
し
た
証
文
で
通
す
。
里
通
い
の
場
合
は
、
住
居
地
の
名
主
・
五
人
組
の

う
ち
一
人
が
加
判
し
た
手
形
で
通
す
と
い
う
�

。
栗
橋
関
所
と
比
べ
て
、
軽
易
な

通
行
改
め
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
碓
氷
関
所
で
も
、
関
所
を
挟
ん
で
所
在
す
る
村
々
間
で
の
女
性
通
行
は
、

事
前
に
「
親
類
縁
者
書
」
を
提
出
し
て
お
き
通
行
当
日
番
頭
に
届
け
る
、
あ
る
い

は
雇
女
と
し
て
番
頭
へ
の
届
出
の
み
で
手
形
不
要
で
通
行
さ
せ
て
い
た
と
い
う
指

摘
も
あ
る
�

。
さ
ら
に
耕
作
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
発
行
枚
数
は
管
理
さ
れ
て

い
た
も
の
の
「
女
作
場
札
」
や
「
作
場
女
通
札
」
な
ど
を
携
帯
さ
せ
て
通
関
の
便

宜
を
図
っ
て
い
た
�

。
こ
れ
は
栗
橋
に
隣
接
す
る
新
郷
川
俣
関
所
で
も
行
わ
れ
て

い
る
�

。
こ
の
ほ
か
碓
氷
関
所
周
辺
の
白
井
関
所
や
南
牧
関
所
も
、
近
隣
村
の
女

性
に
対
し
て
も
通
行
は
緩
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
�

。

　

こ
う
し
た
措
置
は
、
通
関
の
煩
雑
さ
や
時
間
的
障
害
の
緩
和
、
関
所
の
存
在
へ

の
不
満
を
避
け
る
意
図
で
行
っ
た
政
策
で
あ
る
と
す
る
�

。

　

さ
て
、
小
仏
と
碓
氷
の
両
関
所
に
比
べ
て
、
栗
橋
関
所
の
近
隣
の
女
性
通
行
に

対
す
る
監
視
は
、
一
段
と
厳
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
関
東
の
主
要
関
所
に
あ
っ
て
、

こ
の
差
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
政
治
的
、
軍
事
的
、
治
安
警
察
的
な
意
味
と
と
も
に
、

経
済
的
側
面
か
ら
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
経
済
的
と
い
っ
て
も
多
分
に
政
治
経

済
的
な
側
面
も
含
む
の
だ
が
、
農
村
の
女
性
が
外
へ
行
く
こ
と
で
、
田
畑
な
ど
の

耕
作
者
減
と
い
う
生
産
力
の
低
下
と
と
も
に
、
出
産
が
期
待
さ
れ
る
女
性
が
土
地

を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
危
険
性
を
意
識
し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
将
来
的
な
農
村
の
人
口
減
を
危
惧
し
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。
特
に
武
蔵
国

北
東
部
に
位
置
す
る
栗
橋
地
域
は
、
江
戸
地
回
り
経
済
圏
の
主
要
な
地
域
で
あ
り
、

幕
府
直
轄
領
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
安
定
的
な
年
貢
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
は
幕
藩

体
制
維
持
の
た
め
の
権
威
の
一
端
で
も
あ
り
、
労
働
人
口
と
と
も
に
出
産
人
口
が

文
書
館
紀
要
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一
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減
少
す
る
こ
と
は
、
生
産
力
低
下
に
よ
る
農
村
衰
微
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

極
論
す
れ
ば
、
幕
藩
体
制
維
持
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
案
と
し
て
危

惧
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
平
野
部
と
江
戸
地
回
り
と
い
う
地
理
的
な

環
境
が
、
栗
橋
関
所
の
近
隣
農
村
女
性
に
対
し
て
の
監
視
強
化
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
む
す
び
に

　

房
川
渡
中
田
関
所
、
い
わ
ゆ
る
栗
橋
関
所
関
連
の
史
料
か
ら
機
能
的
特
徴
の
考

察
を
進
め
て
き
た
。
栗
橋
関
所
関
連
の
史
料
に
は
、
里
通
い
女
を
は
じ
め
と
す
る

近
在
村
々
の
女
性
の
往
来
に
つ
い
て
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
、
栗
橋
関
所
と
並
ぶ

関
東
の
主
要
関
所
で
あ
る
小
仏
関
所
と
碓
氷
関
所
の
事
例
か
ら
見
て
、
著
し
く
近

隣
の
村
の
女
性
通
行
に
関
し
て
渡
船
を
含
め
移
動
の
監
視
が
厳
し
い
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
関
東
平
野
と
い
う
比
較
的
平
坦
部
に
あ
る
た
め
、『
東
遊
雑
記
』
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
栗
橋
を
迂
回
す
る
抜
け
道
が
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
こ
と
も

一
つ
の
要
因
で
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
従
来
い
わ
れ
る
関
所
の
機
能
が
、
政
治
的
・
軍
事
的
・
治
安
警
察
的

だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
栗
橋
関
所
関
連
史
料
が
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
史

料
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
政
治
経
済
的
に
江
戸
地
回
り
経
済
圏
を
支
え
る
栗
橋

関
所
周
辺
の
農
村
部
の
労
働
力
と
生
産
性
の
安
定
、
女
性
に
課
さ
れ
た
出
産
人
口

減
を
危
惧
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
栗
橋
関
所
の
機
能
的
特
質
で
は
な
い
か
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
男
性
に
関
し
て
は
緩
や
か
で
、
隣
接
す
る
川
俣
関
所
は
鑑
札
に
よ

る
通
行
で
あ
る
一
方
、
栗
橋
関
所
に
お
い
て
女
性
は
日
限
の
う
え
一
〜
二
里
の
移

動
制
限
、
証
文
は
親
類
と
自
身
と
訪
問
先
双
方
の
村
の
名
主
、
関
所
村
方
名
主
の

加
判
と
い
う
煩
雑
な
手
続
き
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
規
定
自
体
で
移
動
を
躊
躇
し
て

し
ま
う
精
神
的
な
制
約
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
松
戸
関
所
と
市
川
関
所
の
史
料
等
に
充
分
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
留
守
居
か
ら
の
質
問
に
、
房
川
渡
中
田
・
金

町
松
戸
・
小
岩
市
川
の
三
関
所
連
名
で
里
通
女
通
行
な
ど
取
締
り
状
況
の
書
面
を

提
出
し
て
お
り
�

、
渡
船
場
を
有
し
た
平
野
部
の
三
関
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
様

な
機
能
が
想
定
さ
れ
る
一
方
、
市
川
と
松
戸
両
関
所
で
は
、
近
郷
村
の
百
姓
等
に

は
寛
大
で
あ
っ
た
と
い
う
�

。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
、
本
来
編
さ
ん
や
執
筆
に
関
わ
っ
た
『
久
喜
市
栗
橋
町
史
』
に
記
す
べ
き

で
は
あ
っ
た
が
、
問
題
提
起
と
し
て
小
稿
を
記
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た

い
。
大
方
の
御
批
判
、
御
叱
正
、
御
教
示
を
賜
り
た
い
。
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